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特別損失の計上及び平成 24 年 3 月期通期連結業績予想値と実績値との差異に関するお知らせ 

 

平成 24 年 3月期（平成 23 年 4 月 1日～平成 24年 3 月 31 日）において、特別損失を計上するとともに、本

年 2月 10日に公表した平成 24年 3月期の連結業績予想値と本日公表の実績値に差異が生じましたのでお知ら

せいたします。 

 

記 

 

１．特別損失の計上について 

   当社は、太陽光関連事業の環境激変に対応し、今般スチールコード事業の構造改革に着手いたしました。

これに伴い、国内事業場の固定資産の減損損失、資産の処分損等 3,487 百万円を事業構造改革費用として平

成 24 年 3 月期の特別損失に計上いたしました。また、人員合理化案に関しましては、本日別途「希望退職

者の募集について」を公表しております。  

 
２．平成 24 年 3 月期通期連結業績予想値と実績値との差異 

（平成 23年 4 月 1日～平成 24 年 3月 31 日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 

（平成 24 年 2 月 10 日発表） 

百万円 

75,000 

百万円 

500 

百万円 

100 

百万円 

△1,000 

円 銭 

△6.89 

実  績    （Ｂ） 76,370 751 383 △3,374 △23.24 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 1,370 251 283 △2,374 － 

増 減 率            （％） 1.8 50.2 283.0 － － 

（ご参考） 

前期実績（平成 23 年 3 月期） 

百万円 

71,887 

百万円 

3,463 

百万円 

3,054 

百万円 

765 

 

5.26 

 

【修正の理由】 

売上高につきましては主に鋼索鋼線部門での増加、営業利益・経常利益につきましては売上増やコスト

削減等により前回予想を上回る見通しであります。 

当期純利益につきましては、上記 1の特別損失の計上により、大幅な赤字となる見通しであります。 

 

（注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報により作成したものであり、 

    実際の業績は今後様々な要因によって異なる可能性があります。 

 

以 上 

 


